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来年度の計画

授業評価アン
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コメント

履修登録者数 63 名
定期試験
受験者数

60 名 合格者数 56 名 合格率 93%

計
 

100%

成績評価基準

定期試験
臨時試験

報告書・レポート
課題
演習

建築・デザイン学科

・請負方式・請負契約に関する知識を習得する。（C2）／達成した。
・工程管理、品質管理、安全管理などのマネージメント業務に関する知識を習得する。（C2）／達成した。
・法的規制に関する知識を習得する。（C2）／達成した。

選択科目（建築工学コース）
選択科目（建築コース）

選択科目（デザインコース）

河上　嘉人

・請負方式・請負契約に関する知識を習得する。（C2）
・工程管理、品質管理、安全管理などのマネージメント業務に関する知識を習得する。（C2）
・法的規制に関する知識を習得する。（C2）

4/10：導入講義：授業の進め方と概要の説明、成績評価法
4/17：請負契約
4/24：発注・入札
5/1：設計図書、仕様書
5/8：各種届出
5/15：工事関係者
5/22：工程計画
5/29：工程管理
6/5：工程管理
6/12：材料管理
6/19：安全・衛生管理
6/26：品質管理
7/3：品質管理
7/10：建設廃棄物の処理・再資源化
7/17：まとめ
7/24： 定期試験

実技

①これまでも点呼している間にだらだらと入室するものが多く見られ、開始時に全員着席している状況を作り出す
のは難しい。今後の課題である。
②課外学習の習慣を身に付けさせるように繰り返し指導を行う。ただし、これは全学的な問題であると考える。

自由記述：０
総合評価7.9、各設問に対する評価3.6～3.9と全体的に全教科平均値より低い評価であった。特に、「授業の内容
に対する興味」が3.6と低い値であった。将来、多くの学生が「施工管理」に従事することまた、「施工管理技士」の
資格が重要であることを折りにつけ話しているが、なかなか興味を持ってもらえないことは残念である。なんとか、
将来設計に結びつけるような工夫を考えたい。

２０１３年度　前期 リフレクションペーパー

①授業開始後の10分間に遅れて入室する学生が絶えない。
②評点の平均値が低い。特に、小テストの得点率が悪い。これは、予習・復習が十分できていないことによると思
われる。

施工管理

専門科目

部外評価
プレゼンテーション

 


